
【追加】変更指示書

Ｎｏ 図面番号 Ｎｏ

1 E-34 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備工事

各寮室用　積算電力量計（検定、電子式）鋼板製箱（窓付）×124個 各寮室用　積算電力量計（検定、電子式）鋼板製箱（窓付）×
124個　取止め

変更前

2015/4/27

変更後



RＦ

３Ｆ

２Ｆ
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３
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０
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３
１

５
０

系　 統　 図

南 　 棟北 　 棟

1. 特記なき配管配線は下記とする。1. 特記なき配管配線は下記とする。

注  記

記    号 名        称

２２

１１

・プルボックス仕様

４４

３３

６６

５５

記    号 名        称

２２

１１

・プルボックス仕様

４４

３３

６６

５５

※　ＷＰ添記は　ＳＵＳ製　防水型

プルボックス　ＳＳ１００×１００×１００

プルボックス　ＳＳ２００×２００×２００

プルボックス　ＳＳ３００×３００×３００

プルボックス　ＳＳ４００×４００×４００

プルボックス　ＳＳ５００×５００×５００

プルボックス　ＳＳ６００×６００×６００

ケーブル行先表示板参考図

ＣＰＥＥ０．９－３Ｐ
集中検針

ＬＢ－Ａ　→　寮室
施工：２０１５.○○.○○

ケーブル配線

配管・配線

ケーブル配線

配管・配線

天井ころがし

いんぺい

ケーブルラック上

立上げ、立下げ

配管・配線 露出

プルボックス

PF管

引下げ保護管

（集中検針設備）

天井ころがし

いんぺい

ケーブルラック上

立上げ、立下げ

露出

引下げ保護管（露出）

引下げ保護管（隠ペイ）

記    号 備    考名            称 記    号 名            称 備    考

集中検針設備　凡例

ケーブル行先表示板を示す。

壁貫通部（既設壁貫通部　短管処理　延焼防止材使用）

防火区画壁貫通部（既設壁貫通処理）

電線管（PF管）にて保護する

MM1(一種金属線ぴ）

Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ

: EM-CPEE-S0.9-2P 天井内ころがし

(PF22) 隠蔽

 (MM1-B)

LC-CLB-C

LC-BLB-B

LC-ALB-A

ＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷ

ＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ

ＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ

３
１

５
０

集中検針盤　：　最大５１２点数用（回線分配器使用）

最大検針ﾒｰﾀｰ数：５１２以上（回線分配器使用時)
操作方法　　　：カラー液晶タッチパネル操作
表示内容　　　：各種設定データ及び検針データ
印字　　　　　：内臓58mm幅プリンタによる出力
印字内容　　　：メーター種別、検針データ等

TOSCAM-B12（RQ-B12）相当品

: EM-CPEE-S0.9-2P

Ｗ 積算電力量計（検付　電子式) 鋼板製箱(窓付)内取付

Ｗ

共 用 棟

寮室1 寮室2 寮室3 寮室4 寮室5 寮室6 寮室7 寮室8 寮室9 寮室10 寮室11 寮室12 寮室13 寮室14寮室15寮室16 寮室17寮室18寮室19寮室20倉庫

Ｗ

ＷＷ

Ｗ

Ｗ

ＷＷ

Ｗ Ｗ

ＷＷ

Ｗ

承　認 設　計

担
当

補
佐

課
長

部
長

山梨大学施設・環境部
工事名

図面名称

日付

縮尺

図面番号

【芙蓉寮】集中検針設備　系統図

業務名称

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備設計業務

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備工事 平成27年3月

E-34
A1：S=1/100

(A3：S=1/200)

尾 川 電 気 設 計 事 務 所

集中検針盤既設LA-1

既設LA-2

回線分配器 回線分配器

: EM-CPEE-S0.9-2P

回線分配器

入力信号　　　：１回線　RS485準拠
　　　　　　　　（入力側でマルチドロップ）　　　
出力信号　　　：１回線　RS485準拠
電　　源　　　：集中検針盤より供給

RQ-BR　相当品

ＷＷ

Ｗ Ｗ

ＷＷ

ＷＷ

Ｗ Ｗ

ＷＷ

Ｗ Ｗ

Ｗ Ｗ Ｗ

寮室16寮室15寮室1寮室2寮室3寮室4寮室5寮室6寮室7寮室8寮室9寮室10寮室11寮室12寮室13寮室14寮室17 寮室18 寮室19 倉庫

寮室16寮室15寮室1寮室2寮室3寮室4寮室5寮室6寮室7寮室8寮室9寮室10寮室11寮室12寮室13寮室14寮室17 寮室18 寮室19 倉庫

寮室16寮室15寮室1寮室2寮室3寮室4寮室5寮室6寮室7寮室8寮室9寮室10寮室11寮室12寮室13寮室14寮室17 寮室18 寮室19 倉庫

寮室1 寮室2 寮室3 寮室4 寮室5 寮室6 寮室7 寮室8 寮室9 寮室10 寮室11 寮室12 寮室13 寮室14寮室15寮室16 寮室17寮室18寮室19寮室20倉庫

寮室1 寮室2 寮室3 寮室4 寮室5 寮室6 寮室7 寮室8 寮室9 寮室10 寮室11 寮室12 寮室13 寮室14寮室15寮室16 寮室17寮室18寮室19寮室20倉庫

寮室20

★

★ ★

★

★

★★

★

★

★★

★

★

★

★
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変更指示書

Ｎｏ 図面番号 Ｎｏ

1 E-3 1

2 E-4 2

3 E-5 3

4 E-6 4

5 E-14 5

6 E-29 6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備工事

【撤去】ＦＬ20Ｗ×1 直付型　【新設】ＳＰ-6　　11台
【撤去】ＦＬ20Ｗ×1 直付型 非常照明兼用　【新設】ＳＰ-7　 17台
【撤去】通路誘導灯 Ｂ型ＢＬ型　【新設】ＳＰ-8　　2台
【撤去】避難口誘導灯 壁付 Ｃ級　【新設】ＳＰ-9　　4台

【取外し再取付】ＦＬ20Ｗ×1 直付型　　11台
【取外し再取付】ＦＬ20Ｗ×1 直付型 非常照明兼用　　17台
【取外し再取付】通路誘導灯 Ｂ型ＢＬ型　　2台
【取外し再取付】避難口誘導灯 壁付 Ｃ級　　4台

【撤去】ＦＬ20Ｗ×1 直付型　【新設】ＳＰ-6　　8台
【撤去】ＦＬ20Ｗ×1 直付型 非常照明兼用　【新設】ＳＰ-7　 12台
【撤去】通路誘導灯 Ｂ型ＢＬ型　【新設】ＳＰ-8　　2台
【撤去】避難口誘導灯 壁付 Ｃ級　【新設】ＳＰ-9　　4台

【取外し再取付】ＦＬ20Ｗ×1 直付型　　8台
【取外し再取付】ＦＬ20Ｗ×1 直付型 非常照明兼用　　12台
【取外し再取付】通路誘導灯 Ｂ型ＢＬ型　　2台
【取外し再取付】避難口誘導灯 壁付 Ｃ級　　4台

便所内 照明人感ｾﾝｻｰ化・洋式便所用ｺﾝｾﾝﾄ　計６室分　新設

各寮室内住宅用インターホン×124台　新設

SP-10×5台 配管配線共　新設

【撤去】ＦＬ20Ｗ×1 直付型　【新設】ＳＰ-6　　11台
【撤去】ＦＬ20Ｗ×1 直付型 非常照明兼用　【新設】ＳＰ-7　 17台
【撤去】通路誘導灯 Ｂ型ＢＬ型　【新設】ＳＰ-8　　3台
【撤去】避難口誘導灯 壁付 Ｃ級　【新設】ＳＰ-9　　4台

【取外し再取付】ＦＬ20Ｗ×1 直付型　　11台
【取外し再取付】ＦＬ20Ｗ×1 直付型 非常照明兼用　　17台
【取外し再取付】通路誘導灯 Ｂ型ＢＬ型　　3台
【取外し再取付】避難口誘導灯 壁付 Ｃ級　　4台

SP-10×5台 配管配線共を取止めとする。

便所内 照明人感ｾﾝｻｰ化・洋式便所用ｺﾝｾﾝﾄ　計６室分を取止
めとする。

各寮室内住宅用インターホン×124台を取止めとする。
配管配線は、本工事とする。

変更前

2015/4/23

変更後



【追加】変更指示書

Ｎｏ 図面番号 Ｎｏ

1 特-1 1

2

3

4

5

6
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16

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備工事

19．はつり工事
・貫通口径50φ　非破壊検査　有
・貫通口径100φ　非破壊検査　有

19．はつり工事
・貫通口径50φ　非破壊検査　無
・貫通口径100φ　非破壊検査　無

変更前

2015/4/23

変更後



国際交流館

Ｎ

芙蓉寮

山梨大学付属
特別支援学校

Ｎ

甲府市立
北東中学校

山梨大学
付属図書館

山梨大学
甲府キャンパス

　工事場所：山梨県甲府市岩窪町162-1

案内図 S=NOSCALE

配　置　図　　S=1:300

ＳＰ－１０ ＬＥＤエントランスライト　電球４０形器具相当

パナソニック　ＬＥＤエントランスライトＸＬＧＥ５０１ＹＨ　相当品

防雨型

２８００Ｋ、Ｒａ７４
電圧１００Ｖ

グローブ：ガラス（乳白つや消し）

ガード：アルミダイカスト（プラチナメタリック）
ポール：ステンレス（プラチナメタリック）

ネジ方式、ポール径φ８０

5.5

5.5

CE5.5-3C(FEP30)-(G28LT)露出
屋外照明

CE5.5-3C(FEP30)　地中  GL-600
5.5

照明器具（図示）　基礎共

凡　例

　管下１００Ｈとする。

埋設シート

サンドクッション

電線管

6
0
0

・サンドクッションは管上２００Ｈ、

・埋戻しについては、良質発生土を使用し、

　残土は原則として構外搬出処分とする。

・埋設標識シート（２倍長）を、

　ＧＬ－３００の位置に布設すること。

3
0
0

2
0
0

1
0
0

管路掘削要領図

承　認 設　計

担
当

補
佐

課
長

部
長

山梨大学施設・環境部
工事名

図面名称

日付

縮尺

図面番号

配置図・案内図

業務名称

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備設計業務

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備工事 平成27年3月

E-3
A1：S=1/300

(A3：S=1/600)

照明器具参考姿図

尾 川 電 気 設 計 事 務 所

5.5

5.5
掘削GL-600
空配管(FEP50)-(Z54LT)将来用

掘削GL-600
空配管(FEP50)-(Z54LT)将来用

掘削GL-600
空配管(FEP50)将来用

既設
HH

既設
HH

部屋名 姿図符号 台数

屋　外 SP-10 ５
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線
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線
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線
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線
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線
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線
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線
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線
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線
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線
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線
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線
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線
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線
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線
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線
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線
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線
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線
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四角形

arayak
四角形



１階平面図（芙蓉寮）　S=1:100

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｊ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｊ

ＳＳ

承　認 設　計

担
当

補
佐

課
長

部
長

山梨大学施設・環境部
工事名

図面名称

日付

縮尺

図面番号

【芙蓉寮】電灯設備改修　１階平面図

業務名称

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備設計業務

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備工事 平成27年3月

E-5
A1：S=1/100

(A3：S=1/200)

尾 川 電 気 設 計 事 務 所

ＳＳ

照明器具

通路誘導灯　B級BL型

FL20W×1　直付型

凡　例

照明器具(非常照明兼用)

避難口誘導灯　C級(天井付)

Ｓ

Ｊ

Ｓ 光電式煙感知器　2種

光電式煙感知器　3種

ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ

部屋名 姿図符号 台数

１　階

【取外し再取付】ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ ２

【取外し再取付】　光電式煙感知器　2種 ８

【取外し再取付】　光電式煙感知器　3種 ２

【取外し再取付】　FL20W×1　直付型 １１

【取外し再取付】　FL20W×1　直付型　非常照明兼用 １７

【取外し再取付】　通路誘導灯　B級BL型 ３

【取外し再取付】　避難口誘導灯　壁付　C級 ４

arayak
四角形



Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｊ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｊ

ＳＳ

承　認 設　計

担
当

補
佐

課
長

部
長

山梨大学施設・環境部
工事名

図面名称

日付

縮尺

図面番号

【芙蓉寮】電灯設備改修　２階平面図

業務名称

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備設計業務

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備工事 平成27年3月

E-6
A1：S=1/100

(A3：S=1/200)

尾 川 電 気 設 計 事 務 所

Ｓ Ｓ

２階平面図（芙蓉寮）　S=1:100

照明器具

通路誘導灯　B級BL型

FL20W×1　直付型

凡　例

照明器具(非常照明兼用)

避難口誘導灯　C級(天井付)

Ｓ

Ｊ

Ｓ 光電式煙感知器　2種

光電式煙感知器　3種

ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ

部屋名 姿図符号 台数

２　階

【取外し再取付】ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ ２

【取外し再取付】　光電式煙感知器　2種 ８

【取外し再取付】　光電式煙感知器　3種 ２

【取外し再取付】　FL20W×1　直付型 １１

【取外し再取付】　FL20W×1　直付型　非常照明兼用 １７

【取外し再取付】　通路誘導灯　B級BL型 ２

【取外し再取付】　避難口誘導灯　壁付　C級 ４

arayak
四角形



Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｊ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｊ

承　認 設　計

担
当

補
佐

課
長

部
長

山梨大学施設・環境部
工事名

図面名称

日付

縮尺

図面番号

【芙蓉寮】電灯設備改修　３階平面図

業務名称

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備設計業務

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備工事 平成27年3月

E-7
A1：S=1/100

(A3：S=1/200)

尾 川 電 気 設 計 事 務 所

３階平面図（芙蓉寮）　S=1:100

照明器具

通路誘導灯　B級BL型

FL20W×1　直付型

凡　例

照明器具(非常照明兼用)

避難口誘導灯　C級(天井付)

Ｓ

Ｊ

Ｓ 光電式煙感知器　2種

光電式煙感知器　3種

ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ

部屋名 姿図符号 台数

３　階

【取外し再取付】ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ ２

【取外し再取付】　光電式煙感知器　2種 ６

【取外し再取付】　光電式煙感知器　3種 ２

【取外し再取付】　FL20W×1　直付型 ８

【取外し再取付】　FL20W×1　直付型　非常照明兼用 １２

【取外し再取付】　通路誘導灯　B級BL型 ２

【取外し再取付】　避難口誘導灯　壁付　C級 ４

arayak
四角形



電灯コンセント設備　補食室・洗面・便所平面詳細図【既存】 S=1/100　[６室]電灯設備　補食室・洗面・便所平面詳細図【改修後】 S=1/100　[６室]

ET

ET

ET

ET

ET

MMB
MMB MMB

MMA

MMA

MMA

5.5

5.5 5.5

MMA

MMA

CE5.5-3C ×3(天井内)
EEF2.0-3C×7(天井内)

Ｊ

【撤去】EEF2.0-3C,EEF2.0-3C

【撤去】IV2.0×2(16)

【撤去】IV1.6×2(16)

【撤去】ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2

【撤去】ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1

MMB

【撤去】IV1.6×2(16)

【撤去】照明器具FL20W×1　壁付

壁貫通50φ

MMA

電気温水器
1φ200V2.4KW
(機器接続含む)

ET

ET

MMA

MMA

【撤去】EEF2.0-2C×2

2E2E

コンセント設備　補食室・洗面・便所平面詳細図【改修後】 S=1/100　[６室]

E(20A)

特記なき記号は下記による。

撤去分電盤　（電灯幹線設備　撤去　参考図参照)

既設照明器具

既設照明器具

撤去ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2

撤去ｺﾝｾﾝﾄ 2P20A×1 接地付

既設非常用照明器具

既設ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

既設照明器具

撤去照明器具

2

2

撤去ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1

既設コンセント

既設コンセント2E

2

2

Ｊ 撤去ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

特記なき記号は下記による。

既設照明器具

既設照明器具

既設照明器具

既設非常用照明器具

既設照明器具

既設コンセント

既設コンセント

2E

2

カバープレート(SUS)取付

MMA

MMB

特記なき記号は下記による。

埋込コンセント　2P15A×1　接地端子付

ノズルプレート(SUS角)取付

MMA

MMB

ET

2ET
埋込コンセント　2P15A×2　接地端子付

埋込コンセント　2P30A×1　接地付

RHRHRH

RH
コンセント　2P15A×1　抜止　レンジフード用

1

123

CE5.5-3C(天井内)

ET

ET ET

改修場所位置図　S=NS

工事場所(１階～３階)

F用ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

撤去照明器具

【撤去】FSS9-321PN1　4台
Ｓ

C

Ｓ
A

F 既設配線調査接続

A
Ｓ

C
Ｓ

ｾﾝｻｰｽｲｯﾁ親機　3A　　　　 　(ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ　中浅C付使用)

ｾﾝｻｰｽｲｯﾁ換気扇子機　　　 　(ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ　中浅C付使用)

ｾﾝｻｰｽｲｯﾁ操作ﾕﾆｯﾄ　1回路用(一種金属線ぴMM1-A　2個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ使用)
RAO

RAO

承　認 設　計

担
当

補
佐

課
長

部
長

山梨大学施設・環境部
工事名

図面名称

日付

縮尺

図面番号

【芙蓉寮】電灯設備・コンセント設備　補食室平面図

業務名称

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備設計業務

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備工事 平成27年3月

E-14
A1：S=1/100

(A3：S=1/200)

尾 川 電 気 設 計 事 務 所

撤去照明器具

F

既設コンセント

1

2

1

1

2

34

56

7

8

9

7

3

5.5

※ケーブルは全てEM(ｴｺﾏﾃﾘｱﾙ)ケーブルとする。

※ケーブルは全てEM(ｴｺﾏﾃﾘｱﾙ)ケーブルとする。

MMA

MMA

スイッチ　1P15A×1　　　　 (一種金属線ぴMM1-A　ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ使用)

EEF2.0-3C 天井内

EEF2.0-2C 天井内

特記なき配管配線は下記による。

EEF2.0-2C+3C 天井内

一種金属線ぴ(MM1-A)挿入部分を示す

一種金属線ぴ(MM1-B)挿入部分を示す

EEF2.0-3C 天井内

特記なき配管配線は下記による。

EEF2.0-2C+3C 天井内

一種金属線ぴ(MM1-A)挿入部分を示す

一種金属線ぴ(MM1-B)挿入部分を示す

一種金属線ぴ用ボックス使用(MM1-A)

一種金属線ぴ用ボックス使用(MM1-B)

一種金属線ぴ用ボックス使用(MM1-A)

一種金属線ぴ用ボックス使用(MM1-A)

(既設ﾎﾞｯｸｽ位置)

部屋名 姿図符号 台数

補食室 SP-1 ４

CE5.5-3C 天井内

arayak
線

arayak
線

arayak
四角形

arayak
線

arayak
線

arayak
四角形



3F

2F

1F 1F

2F

3F

CPEE0.9-1P

電気 錠 電気 錠

ロビ ー イ ンタ ー ホ ン ロビ ー イ ンタ ー ホ ン

裏入 口 共同 玄 関

管理 人 室

EM-AE0.9-2C

非接 触 ICカー ド リー ダ ー 非接 触 ICカー ド リー ダ ー

EM-CPEE-S1. 2-3P

EM-AE1.2-5P

解錠 釦

EM-AE0.9-2C EM-AE0.9-2C

通 話 ・ 映 像 制 御 盤

解除セット警戒警報エラー解錠受付電源ＣＣ

IBIB

IC

CA

解錠 釦

寮室 １ 寮 室 20

寮室 １ 寮 室 20

寮室 １ 寮 室 20 寮室 １ 寮 室 20

寮室 １ 寮 室 19

寮 室 19寮室 １

ｔ

Ｉ Ｉ

ｔ

Ｉ

ｔ

Ｉ

ｔ

Ｉ

ｔ

Ｉ

ｔ

Ｉ

ｔ

Ｉ

ｔ

Ｉ

ｔ

Ｉ

ｔ

Ｉ

ｔ

Ｉ

ｔ

一種金属線ぴ(MM1-A)
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ内取付

一種金属線ぴ(MM1-A)
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ内取付

一種金属線ぴ(MM1-A)
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ内取付

一種金属線ぴ(MM1-A)
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ内取付

一種金属線ぴ(MM1-A)
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ内取付

一種金属線ぴ(MM1-A)
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ内取付

一種金属線ぴ(MM1-A)
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ内取付

一種金属線ぴ(MM1-A)
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ内取付

一種金属線ぴ(MM1-A)
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ内取付

一種金属線ぴ(MM1-A)
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ内取付

一種金属線ぴ(MM1-A)
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ内取付

一種金属線ぴ(MM1-A)
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ内取付

集合インターホン設備　システム図

尾 川 電 気 設 計 事 務 所

承　認 設　計

担
当

補
佐

課
長

部
長

山梨大学施設・環境部
工事名

図面名称

日付

縮尺

図面番号

【芙蓉寮】集合インターホン設備　システム図

業務名称

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備設計業務

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備工事 平成27年3月

E-29
A1：S=NS

(A3：S=NS)

４ゲート用

入退室管理

　　　ユニット
コントロール EM-CPEE-S1.2-3P

EM-AE0.9-2C

EM-AE1.2-5P

CPEE0.9-2P

CPEE0.9-2P CPEE0.9-2P

CPEE0.9-1P

CPEE0.9-1P

CPEE0.9-1P

CPEE0.9-1P

CPEE0.9-1P

CPEE0. 9-1P CPEE0.9-1P

CPEE0.9-1PCPEE0. 9-1P

CPEE0.9-1P CPEE0.9-1P

※ケーブルは全てEM(ｴｺﾏﾃﾘｱﾙ)ケーブルとする。

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
四角形



　本工事は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」に基づく機材等を

使用すること。ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議すること。

4. 施 工 中 の

環 境 保 全 等 　本工事においては、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関わる規程」（平成9年7月31日建設省

告示第1536号）に基づき国土交通大臣が型式指定を行った低騒音型・低振動型建設機械を使用するもの

とする。ただし、これにより難い場合は監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。

　低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において使用する建設機械の写真撮影を

行い、監督職員に提出するものとする。

　本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する

法律」（平成17年法律第51号）に基づく技術基準に適合する機械、または、「排出ガス対策型建設機械

指定要領（平成3年10月8日付け建設省経機発第249号）、「排出ガス対策型建設機械の普及促進に関する

規程」（平成18年3月17日付け国土交通省告示第348号）もしくは「第3次排出ガス対策型建設機械指定

要領」（平成18年3月17日付け国総施第215号）に基づき指定された排出ガス対策型建設機械を使用する

ものとする。排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、平成7年度建設技術評価制度公募課題「建

設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の開発目標で実り評価された民間開発建設技術

の技術・証明事業、もしくは建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着すること

で、排出ガス対策型機械と同等と見なす。ただし、これにより難しい場合は、監督職員と協議するもと

する。

排出ガス対策型建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場代理人は、

施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

ロー ラ類 （ ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ、 ﾀｲﾔﾛｰﾗ、振 動 ﾛｰﾗ）

ホイールクレーン（ラフテレーンクレーン）

空 気 圧 縮 機 （ 可 搬 式 ）

発動電動機（可搬式、溶接兼用機を含む）

ブ ル ド ー ザ

ホ イ ー ル ロ ー ダ

バ ッ ク ホ ウ ディーゼルエンジン（エンジン出力

8kw、560kw以下）を搭載したものに

限る。

に限る。

7.5kw、260kw以下）を搭載したもの

ディーゼルエンジン（エンジン出力

適 要機 種

○低騒音型・低振動型建設機械の使用

○排出ガス対策型建設機械

○ディーゼル車排出ガス規制に適合した車両

①　受注者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両（以下、「本工事関係車両」という。）が、

　当該工事場所のディーゼル車排出ガス規制条例（以下、「排出ガス規制条例」という。）の適用を受

　ける場合は、これに適合した車両を使用しなければならない。

②　受注者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル車排出ガス規制に適合する車両

　の使用」について、排出ガス規制条例の遵守を施工計画書に記載しなければならない。

③　受注者は、本工事関係車両にディーデル車を使用する場合には、車検証コピーを保管し、本工事

　関係車両を把握しなければならない。

④　受注者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合には、直ちに監督職員に報告し

　なければならない。

⑤　受注者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に排出ガス規制条例を遵守させるものとする。

(公共改修仕様書)

(第1編1.3.9)

環境への配慮

(第1編1.4.1)

(公共改修仕様書)

(公共改修仕様書)

5.

6.

(第1編1.4.3)

・　再使用する機器は絶縁抵抗測定を行うこと。

・　再使用機材の清掃において、ウェス等で落ちない汚れは中性洗剤等を使用すること。

・　

7.

8. 機材の検査等 　監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。

機 材 名 検 査 試 験 摘 要機材の検査に

・ ・ 搬入時外観伴 う 試 験

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

照 明 器 具

(公共改修仕様書)

(第1編1.4.5)

(第1編1.4.6)

(公共改修仕様書)

9.

再 使 用 機 材

支 給 材 料 等

施 工 調 査

(第1編1.5.1～3)

　下記の工事部分は、施工の確認及び報告を監督職員に行うものとする。

工 事 部 分 確 認 ・ 報 告 事 項

10. 一工程の施工

の事前確認、

確認及び報告

(公共改修仕様書)

(第1編1.6.2,3)

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅰ．工　事　概　要

1. 工 事 名 称

2. 工 事 場 所

3. 完 成 期 限

工 事 範 囲 表4. 工 事 の 種 類

建

物

概

要

棟 名 称規 模 等

工 種

構 造 ・ 階 数

建 築 面 積

電灯幹線

電灯設備 電灯分岐

コンセント分岐

動力幹線
動力設備

動力分岐

電熱幹線
電熱設備

電熱分岐

雷保護設備

受変電設備

直流電源
電力貯蔵設備

交流無停電電源

自家発電
発電設備

太陽光発電

屋

内

電

気

工

事

構内情報通信網設備

構内交換設備

出退・情報表示設備
情報表示設備

電気時計設備

映像設備
映像・音響設備

音響設備

拡声設備

インターホン設備
誘導支援設備

トイレ等呼出設備

テレビ共同受信設備

監視カメラ設備

駐車場管制設備

防犯・入退室 入退室管理設備

管理設備 防犯設備

自動火災報知

自動閉鎖
火災報知設備

非常警報

ガス漏れ火災警報

中央監視制御設備

集中検針設備

屋
外

構内配電線路

構内通信線路

Ⅱ．一般特記事項

1. 総 則 （１）

（２）　　　　特記仕様書の適用方法

　　１）・印で始まる事項及び表中の・印の事項については、○印を付した事項のみ適用する。

　　２）表中の各欄に、数字、文字又は記号等を記入する事項については、記入してある事項のみ適用する。

　　３）　　印又は×印で抹消した事項は全て適用しない。

　　４）特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取り扱いは、特記されたもの又は同等以上のもの

　　　とする。ただし、同等以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　　　年版）（以下「文科仕様書」という）の該当項目番号を示す。

（３）　　　　施工体制台帳の提出及びその内容のヒアリング

　　　「低入札価格調査対策工事に係る特別重点調査試行について」（平成２１年３月３１日大臣官房文教

　　　施設企画部長通知）に基づく特別重点調査を受者と契約した場合においては、施工体制台帳の提出に

　　　際して、その内容のヒアリングを発注者から求められたときは、請負者の支店長又は営業所長等は応

　　　じなければならない。

　　　　施工計画書の内容のヒアリング（４）

　　　「低入札価格調査対策工事に係る特別重点調査試行について」（平成２１年３月３１日大臣官房文教

　　　施設企画部長通知）に基づく特別重点調査を受者と契約した場合においては、仕様書に基づく施工計

　　　画書の提出に際して、その内容のヒアリングを発注者から求められたときは、請負者の支店長又は営

　　　業所等は応じなければならない。

項 目 特 記 事 項

第1編　一般共通事項

1. 実 施 工 程 表 　概成工期　　平成　　年　　月　　日（　　曜日）

(第1編1.2.1)

2. 電 気 保 安 　この工事現場に、下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

項 目 名 電気保安技術者技 術 者 等

  1.　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者 ・

  2.　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者 ・(第1編1.3.2)

  3.　第１種電気工事士の資格を有する者 ・

  4.　高等学校又はこれと同等以上の教育施設において、電気事業法の規定に基づく主任技
・

　  術者の資格等に関する省令第７条第１項各号の科目を修めて卒業した者

　　　成２５年版）、公共建築設備工事標準図（統一基準）（電気設備工事編）（平成２５年版）、文部科

　　　学省電気設備工事標準仕様書（特記基準）（平成２５年版）、文部科学省電気設備工事標準図（特記

　　　基準）（平成２５年版）及び工事写真撮影要領に基づき工事を施工する。

　　　　この工事の受注者は、国立大学法人山梨大学工事請負契約細則別記の工事請負契約基準、現場説明

　　５）左欄の（　）内の数値は、公共建築工事標準仕様書（統一基準）（電気設備工事編）（平成２５年

　　　版）（以下「公共仕様書」という）及び文部科学省電気設備工事標準仕様書（特記基準）（平成２５
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  5.　旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者の検定に合格した者 ・

  6.　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合格した者 ・

  7.　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者 ・

  8.　第２種電気工事士（旧電気工事士）の資格を有する者 ・

  9.　短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育施設の電気工学以外の工
・

　 学に関する学科において一般電気工学（実験を含む）に関する科目を修めて卒業した者

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員に報告する。

3. 施 工 条 件

(第1編1.3.3)

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備工事

甲府市岩窪町中道東162-1

平成 27 年 10 月 30 日 （金曜日）

芙蓉寮 国際交流センター

改修

RC造 地上3階

2,245.00

　　　書、特記仕様書  1 枚、図面 45 枚、公共建築工事標準仕様書（統一基準）（電気設備工事編）（平

電 気 設 備 工 事 （ 改 修 工 事 ） 特 記 仕 様 書

(公共改修仕様書)

(公共改修仕様書)

(公共改修仕様書)

施工の検査等 　下記の施工部分は監督職員の施工の検査、施工の立会及び施工検査に伴う試験を受けるものとする。

施 工 部 分 検 査 立 会 試 験 備 考施工の検査に

・ ・ ・伴 う 試 験

・ ・ ・施工の立会等

・ ・ ・

・ ・ ・

11.

(公共改修仕様書)

(第1編1.6.4

　　～1.6.6,8)

　(公共改修仕様書)

12. 養 生 範 囲

(第1編1.7.1～3)

　養生は、図示によるほか下記による。

　(公共改修仕様書)

13. 撤 去

(第1編1.8.1～6)

発生材の処理等 　発生材の処理は、下記による。

（１）引渡しを要するもの

　　１）品　　名 　３）集積場所

　　２）引渡し先

（２）特別管理産業廃棄物

　　１）品　　名 　３）集積場所

14.

　(公共改修仕様書)

(第1編1.9.1)

　　２）引渡し先 　４）集積方法

・　※ 印は完成図と共に1冊にまとめてもよい。

（３）現場において再利用するもの

　　１－１）品　　名 　１－２）使用場所

　　２－１）品　　名 　２－２）使用場所

（４）再資源化するもの

　　１）品　　名

　　２）品　　名

（５）関係法令にしたがい適切に処理するもの

　　１）品　　名

　　２）品　　名

照明器具･配管･電線･ｹｰﾌﾞﾙ

技 術 検 査15.

(公共改修仕様書)

(第1編1.10.2)

16. 完 成 時 の 　しゅん功後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

名 称 部 数提 出 図 書

・ 完 成 図　(公共改修仕様書)

・ 〃(第1編1.11.1～2)

・ 〃

・ 施 工 図

・ 〃

・ 保 守 点 検 要 領 書

・ 機器完成図及び説明書

・ 各 種 試 験 成 績 書

・ 官 公 署 等 届 出 書 類

・ 負 荷 設 備 台 帳 　　　指定書式　 ・ 有　 ・ 無

・ 工 事 写 真 帳 　 ・ 電子媒体　 ・ 紙媒体（ﾌｧｲﾙ綴じ）

ＣＡＤデータ（　・　要　　・　不要）

本工事は、次の書類については、電子納品の対象とする。

・　工事写真　　・　完成図

貸与する設計図のＣＡＤデータの著作者名　：

　　　　　　　　　　　　　ファイル形式　：

貸与条件　： 貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は完成図の作成のため以外に使用し

ないこと。

提出方法　： ファイル形式はＳＸＦ又はＤＸＦとし、ＣＤ－Ｒ等で１部提出する。

・　設計図を仮製本（Ａ３判、二つ折り製本）し、工事着工前に５部提出する。

JWW 又は、DXF

山梨大学　施設･環境部

体 裁 等

　　　　　　原　　図（Ａ１判）　　　　

　　　　　　仮 製 本（Ａ１判、Ａ３判）

　　　　　　製　　本（Ａ３判）

　　　　　　原　　図（Ａ１判）

　　　　　　仮 製 本（Ａ１判）

１

１

１

２

２

２

２

１

　　２ 　部

１　　　　　部

各　２　　　　　　　部

　　　　　部

　　　　　部

　　　　　部

　　　　　部

　　　　　部

　　　　　部

　　　　　部

　　　　　部

17. 保全に関する

資 料

　(公共改修仕様書)

(第1編1.11.3) ・

・

　　保全に関する資料は公共仕様書によるほか、下記に示す機器及びシステムを運用する職員に対して、

　その機能・操作の説明、保守点検の要領、障害時の対策及び災害（停電、自然災害）時の対応等の資料

　を作成し説明すること。

・

　　　箇所

非破壊検査

・　鋼管　　・　硬質塩化ビニル管（防火区画及び水密を要する部分以外）

スリーブ工事 スリーブの材料は、図面に記載がない場合は、次による。

・　つば付鋼管　　・　紙チューブ（外径200mm以下で柱、梁以外）　　・　その他（　　　）

　(公共改修仕様書)

(第1編2.9.1) ・　亜鉛めっき鋼板又は鋼板（さび止めペイント）

　(公共改修仕様書)

は つ り 工 事

(第1編2.10.1～5)

　はつり工事は、図面によるほか次による。

貫通口径

・　150mm　　・　200mm　　・　   mm

コンクリート厚

５０φ

１００φ

７５φ ・　150mm　　・　200mm　　・　   mm

・　150mm　　・　200mm　　・　   mm

備 考箇 所 数

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

　　　箇所

　　　箇所

イ ン サ ー ト

及びアンカー

　(公共改修仕様書)

(第1編2.11.1～3)

機器等を固定する受材は、関連工事により可能な場合は先付け工法とし、あと施工アンカーを行う場合

は、施工要領書を作成し、監督職員の承諾を得ること。

　(公共改修仕様書)

停電作業及び

仮 設 備 工 事

(第1編2.1.1)

(第1編2.13.1～3)

18.

19.

20.

21.

工 事 の 区 分 　　建築工事、電気工事、機械工事、土木工事等の工事区分

建

築

電

気

機

械

土

木

区　分　

　項　目 備 考

名 称 摘 要

区 分 表 参 照 E - 2参 照

22.

Ⅲ．共　通　事　項

1. 電線・ケーブル 　電線・ケーブル等の規格、記号で公共仕様書に定める以外のものは下記による。

呼 称 規 格 記 号等 の 規 格

(公共仕様書)

(第2編1.1.1)

　(公共改修仕様書)

(第2編1.2.1)

2. 電 線 保 護 物 　電線保護物の規格で公共仕様書に定める以外のものは下記による。

呼 称 規 格 記 号類 の 規 格

(公共仕様書)

　 (第2編1.2.1～10)

(第6編1.2.1～3)

3. ケーブルラック 　ケーブルラックの表面処理は下記による。

表 面 処 理 等

合成樹脂焼付塗装 溶 融 亜 鉛 め っ き

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

共 同 溝 内

床 下 ピ ッ ト

天 井 内

Ｅ Ｐ Ｓ

電 気 ・ 機 械 室 内

種 別

設 置 場 所(第2編1.2.9)

(公共仕様書)

・　特定の施設

第 １ 相 第 ２ 相 第 ３ 相 中 性 相

高
圧

三 相 ３ 線 式
　すものとする。

低

圧

三 相 ３ 線 式

三 相 ４ 線 式

単 相 ２ 線 式

単 相 ３ 線 式

直 流 ２ 線 式

赤
接地側

白
黒

赤 青 黒 白

赤

（青）

接地側

白

赤 青 白

青 白

 (1)分岐回路の色別 分岐前の色別による。

 (2)発電回路の第２相

 (3)切替回路２次側 規定しない。

 (4)漏電遮断器回路の接地

4. 　配線及び主回路の導体の色別は、次による。

電 気 方 式

　・　標準仕様書による。

　・　配線及び主回路の導体の色別は、下記による。

　　主回路導体は、その端部又は一部に当該地区の電力会社の相色別による色別を施

接地側の電線の色は、黄色とする。（無停電回路含む。）

共通事項 配線 (1) ～ (4) による。

　する。

左右・上下及び遠近の別
分

電

盤

類

専用接地極とした時の接地線は、監督職員と協議し、一般接地線と色

別を区別する。

は、正面から見た状態

ア）左右の別は、左からとする。

イ）上下の別は、上からとし、直流２線式は、下からとする。

ウ）遠近の別は、近いほうからとし、直流２線式は、遠いほうからと

［備考］ (a) 配電盤類については、次による。

　　　　　 (1) 左右、遠近の別は、各回路部分における主となる開閉器の操作側又はこれに準ずる側から

　　　　　　 　見た状態とし、分電盤類による。

　　　　　 (2) 三相回路又は単相３線式回路より分岐する回路は、分岐前の色別による。

　　　　　 (3) 三相交流の相は、第１相、第２相、第３相の順に相回転するものとする。

　　　　 (b) 屋外架空配線の色別は、本表によらなくてよい。

　　　　 (c) 接地線の色別は、監督職員の承諾を受けること。

耐 震 施 工5. 　１００kgを超える機器の据付、固定及び支持については、日本建築センター刊「建築設備耐震設計・施工

指針」により施工するものとし、設置場所に応じた設計用水平震度は、下表による。

設 置 場 所 ・　一般の施設

耐 震 安 全 性 の 分 類

重 要 機 器 一 般 機 器 一 般 機 器重 要 機 器

上層階・屋上及び塔屋

中 間 階

地 下 及 び １ 階

(2.0)

2.0

1.5

(1.5)

1.0

(1.0)

(2.0)

(1.5)

(1.0)

(2.0)

(1.5)

(1.0)

1.5

1.0

0.6

1.5

1.0

0.6

1.0

(1.5)

0.6

(1.0)

0.4

(0.6)

・　公共仕様書第2編2.1.13　表2.1.2「横引き配管等の耐震支持」及び公共改修仕様書第2編2.1.14

　　表2.1.3「横引き配管等の耐震支持」における耐震安全性の分類は上記と同じとする。

・　建物への配管の引込部の耐震処置及び建物のエキスパンションジョイント部の配線は、標準図の措

　　置を施す。

　重要機器は下記による。

　（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　(公共改修仕様書)

電 線 の 色 別

(第2編2.1.4)

配

線

　(公共改修仕様書)

(第2編2.1.14)

(第6編2.1.12)

接地抵抗測定用

種 別 接 地 極 （ １ 箇 所 当 り ）

Ａ種・Ｄ種共用

・　く体接地方式

・　銅　板　　９００mm　×　　９００mm　　　×　　　１．５ｔ    　１枚

・　接地棒　　１４φ　　×　　１，５００mm　　　　　連結　　　　　箇所

・　接地棒　　１４φ　　×　　１，５００mm　　　　　連結　　　　　箇所
　Ｂ　種

・　接地棒　　１４φ　　×　　１，５００mm　　　　　３連結　　　１箇所

・　銅　板　　　　　　mm　×　　　　　　mm　×　　　　　　mm　　　　枚
　Ｄ　種

避 雷 設 備 用 ・　接地棒　　１４φ　　×　　１，５００mm　　　　　連結　　　　　箇所

・　銅　板　　　　　　mm　×　　　　　　mm　×　　　　　　mm　　　　枚

・　接地棒　　１４φ　　×　　１，５００mm　　　　　連結　　　　　箇所

・　銅　板　　　　　　mm　×　　　　　　mm　×　　　　　　mm　　　　枚

実 験 用

・　接地棒　　１０φ　　×　　１，０００mm

接地棒の１４φ×１，５００mmのものは銅覆鋼棒製とする。

接地棒の１０φ×１，０００mmのものは銅覆鋼棒製とする。

　接地極等は、下記による。

・　黄銅板製

・　ステンレス製

6-2)

接 地 極 位 置

等 の 表 示

接 地 極 等

接地極の種類

6-1)

電

力

設

備

通

信

情

報

設

備

スイッチ

コンセント

　〃　（和室）

7.

6.

器具の取付け 　器具の取付高さ等が図示されていない場合は、次による。

電話・情報・ＴＶ用アウトレット

インターホン

呼出ボタン

カードリーダ（壁付）

名 称

盤名称、回路番号

プレート種類側 点

中 心

中 心

中 心

中 心

中 心

中 心

中 心

中 心

盤名称、回路番号

用 途

用 途

用 途

用 途

－

取付高 (mm)

　　1,300

　　　300

　　　200

　　　300

電話用アウトレット（壁付電話用） 　　1,500

　　1,300

図示による

　　1,500

　※ＯＡ床の場合は、ＯＡ床面からの取付高とする。

8. 特 殊 場 所

(文科仕様書)

(第2編2.1.1) ・　湿気の多い場所

・　気密を要する場所

・　ガス蒸気危険場所

・　粉じん危険場所

・　危険物等貯蔵場所

・　腐食性ガスのある場所

・　蟻害の受けるおそれのある場所

・　塩害の受けるおそれのある場所

　特殊場所は下記による。

特 殊 場 所 の 内 容 危険場所の種別 危険物の種類適 用 す る 場 所

　(公共改修仕様書)

(第2編2.15.14)

接地極の表示は、6-1)の箇所分設置し、下記による接地極埋設標を設置する。

点灯箇所

ラベル表示

(第6編1.2.1)
SUS製 ﾌﾟﾚｰﾄ

SUS製 ﾌﾟﾚｰﾄ

SUS製 ﾌﾟﾚｰﾄ

SUS製 ﾌﾟﾚｰﾄ

・　停電切替作業は休日に実施する。

延 べ 面 積 （ 改 修 面 積 ）

・　照明器具、変圧器

発生材処理 ・

変 圧 器

低 圧 配 電 盤

受 変 電 設 備

変圧器・低圧配電盤

承　認 設　計

担
当

補
佐

課
長

部
長

山梨大学施設・環境部
工事名

図面名称

日付

縮尺

図面番号

特記仕様書

業務名称

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備設計業務

山梨大学（岩窪）芙蓉寮等改修電気設備工事 平成27年3月

特-1
A1：S=NS

(A3：S=NS)

尾 川 電 気 設 計 事 務 所

RC造 地上3階

2,184.00 950.00

1,153.00

改修

搬入時外観

搬入時外観

12

258

・　銅　板　　９００mm　×　　９００mm　　　×　　　１．５ｔ    　１枚

高 圧 配 電 盤

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
線

arayak
楕円

arayak
楕円

arayak
四角形


